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みやこ市議会だより

羅 針 盤
らしんばん

2021
令和３年

月議会
No.65
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６月10日に金浜地区で行われたホッキ貝漁の様子です。この日は朝から晴天に恵まれ、
おだやかな湾内に約50隻の船がこぎ出し、80人ほどが漁を行いました。この漁法は、
棒の先端に金具のついた漁具で海底を突いてホッキ貝を探し、ひとつひとつ挟んでと
る「ホッキ突き」と呼ばれる伝統的なもので、旧暦の端午の節句に３日間行われます。
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市
議
会
宮
古
・
室
蘭
フ
ェ
リ
ー
対
策

特
別
委
員
会
（
佐
々
木
重
勝
委
員
長
）

は
６
月
15
日
、
岩
手
県
庁
を
訪
問
し
、

県
に
対
し
て
宮
古
・
室
蘭
フ
ェ
リ
ー
航

路
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
よ

う
求
め
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
古
舘
議
長
が
「
宮
古
市
議
会
で
は
、

宮
古
・
室
蘭
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
早
期
運

航
再
開
の
た
め
の
調
査
・
研
究
を
重
ね
、

今
回
要
望
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。」と
述
べ
、
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
の
中
平
善
伸
県

土
整
備
部
長
は
、「
県
で
は
、
県
内
の
４

つ
の
重
要
港
湾
の
な
か
で
真
っ
先
に
宮

古
港
の
長
期
構
想
を
策
定
し
、
フ
ェ
リ

ー
航
路
再
開
に
向
け
て
の
環
境
を
整
え

る
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
フ
ェ
リ
ー
会
社
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
宮
古
・
室
蘭
フ
ェ
リ

ー
の
宮
古
港
へ
の
寄
港
休
止
を
受
け
、

早
期
運
航
再
開
に
向
け
た
環
境
整
備
や

利
用
促
進
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
・

提
言
等
を
行
う
た
め
、
令
和
２
年
３
月

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
岩
手
県
議
会
、
岩
手
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
い
っ
た
関
係
機
関
・
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
令

和
３
年
４
月
に
は
、
宮
古
・
室
蘭
フ
ェ

リ
ー
を
運
航
し
て
い
た
川
崎
近
海
汽
船

株
式
会
社
と
、
フ
ェ
リ
ー
再
開
に
必
要

な
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
リ
モ
ー

ト
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
調
査
か
ら
県
に
対
し

て
提
出
し
た
要
望
は
右
記
、「
宮
古
港
常

駐
タ
グ
ボ
ー
ト
費
用
の
予
算
措
置
・
執

行
に
条
件
を
設
け
な
い
こ
と
」「
フ
ェ
リ

ー
航
路
の
利
点
を
生
か
し
た
貨
物
の
確

保
を
図
る
こ
と
」
の
２
点
で
す
。
同
委

員
会
は
今
後
も
、
航
路
再
開
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

宮
蘭
フ
ェ
リ
ー
航
路
再
開

　
　
岩
手
県
へ
要
望
を
実
施

議
長
、
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
が
県
庁
を
訪
問

県
庁
に
て
県
土
整
備
部
長
へ
要
望
書
を

手
渡
す
古
舘
議
長
、
佐
々
木
特
別
委
員

会
委
員
長
、
田
中
副
委
員
長

岩手県への要望
１　宮古港常駐タグボート費用の予算措置・執行
　　に条件を設けないこと

２　フェリー航路の利点を生かした貨物の確保を
　　図ること

　宮古・室蘭フェリー航路再開への経常的な備えとし
て常駐タグボートの整備は必要であり、当市は経費の
縮減を前提に必要な予算を計上しております。県にお
いても、港湾機能の維持のため、条件を設けずに適切
な予算措置・執行を要望します。

　宮古・室蘭フェリー航路休止の最大の理由として、
本州から北海道に向かう北上便貨物の必要な確保がで
きなかったことによるものと認識しています。
　県においては「宮古・室蘭フェリー航路連絡調整会
議」を設置し、業者も交えた貨物の確保に向けて調査
活動などを開始しており、期待するものでありますが、
新たな市場創出と産業振興のため、首都圏、関東近県
及び本県を中心とした貨物の確保について、特段の取
組みを行うことを要望します。

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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市
議
会
で
は
６
月
定
例
会
議
に
お
い

て
、
委
員
会
発
議
に
よ
り
「
宮
古
市
議

会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
宮
古
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」「
宮
古
市
議
会
会
議
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
」
の
３
件

を
議
決
し
ま
し
た
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
狙
い
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
議
員
が
本
会
議
や
委
員
会

を
欠
席
す
る
場
合
、
条
文
中
で
は
「
事

故
」
と
の
み
表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
理
由
を
具
体
的
な
例
に
よ
っ
て
示

す
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
に
欠
席
理
由
と
し
た
も
の
は

「
公
務
、
疾
病
、
育
児
、
看
護
、
介
護
、

配
偶
者
の
出
産
」
で
す
。
こ
の
改
正
に

よ
り
、
議
員
を
志
す
方
々
の
社
会
参
加

が
妨
げ
ら
れ
る
障
壁
を
取
り
除
き
、
市

議
会
へ
多
様
な
人
材
を
呼
び
込
む
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
日
数
を
定
め
て
」
届
け

出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
「
出
産
」
に

よ
る
欠
席
に
つ
い
て
、「
出
産
予
定
日
の

８
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て

は
14
週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の

日
後
８
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
」
と

明
記
し
ま
し
た
。

　
出
産
に
よ
る
欠
席
の
期
間
を
明
記
す

る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
議
員
が
安
心
し

て
出
産
に
臨
め
る
環
境
を
作
り
、
産
前

産
後
の
母
子
の
健
康
保
持
と
、
社
会
参

加
を
促
進
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
な
ど
の
議
会
の
委
員
会
同

士
の
協
議
を
円
滑
に
行
う
た
め
、「
正
副

委
員
長
会
議
」を
、議
会
の
正
式
な「
協

議
又
は
調
整
を
行
う
場
」
と
し
て
追
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
会
議
を
「
原
則

公
開
」
の
対
象
と
な
る
よ
う
、
基
本
条

例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
第
97
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、
市
議
会
議
員
と
し
て
長

き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
と
振

興
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
本
議
会

よ
り
４
名
の
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。ま
た
、古
舘
議
長
に
は
全
国
市
議
会

議
長
会
の
社
会
文
教
委
員
と
し
て
の
功

績
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
20
年
表
彰　
竹
花　
邦
彦　
　
議
員

○
15
年
表
彰　
坂
本　
悦
夫　
　
議
員

　
　
　
　
　
　
長
門　
孝
則　
　
議
員

　
　
　
　
　
　
工
藤　
小
百
合　
議
員

全
国
市
議
会
議
長
会

永
年
表
彰

議
会
も
働
き
方
改
革

関
係
条
例
・
規
則
を
改
正

多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
議
会
へ

欠
席
理
由
・
出
産
の
届
出
期
間
を
明
記本会議での議案審議の様子

本
会
議
や
委
員
会
の

欠
席
理
由
を
明
ら
か
に

正
副
委
員
長
会
議
設
置

原
則
公
開
の
対
象
に

出
産
に
よ
る
欠
席
期
間

前
後
８
週
間
を
明
記

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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令
和
３
年
６
月
定
例
会
議
は
、

５
月
21
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で

の
15
日
間
行
わ
れ
、
会
議
期
間

中
の
本
会
議
日
数
は
５
日
間
で

し
た
。

　
「
令
和
３
年
度
宮
古
市
一
般

会
計
補
正
予
算
」
な
ど
の
補
正

予
算
３
件
、「
宮
古
市
市
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
の
条
例
２
件
、「
財
産
の
取

得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
な
ど
そ
の
他
の
議

案
６
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、

議
員
発
議
の
意
見
書
１
件
、
委

員
会
発
議
の
意
見
書
１
件
を
可

決
し
た
ほ
か
、
委
員
会
発
議
に

よ
り
、「
宮
古
市
議
会
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
２
件
の
条
例
と
、
１
件
の
規

則
の
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
５
月
31
日

か
ら
６
月
２
日
の
３
日
間
行
わ

れ
、
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
質

問
等
を
行
い
ま
し
た
。

【
関
連
】
一
般
質
問
の
詳
細
は

８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
記
事
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

６月
定例会議

新
型
コ
ロ
ナ
新
規
対
策
事
業
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

　
　
　
　
　
　

16
議
案
を
可
決

16
の
議
案
を
審
議

一
般
質
問
は
３
日
間

宮
古
市
議
会
６
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た
主
な
条
例
・
議
案
な
ど
の
概
要

６月の定例会議
5月21日～6月4日

15日間
予算　　　　　 3件条例　　　　　 2件発議案（条例）　 3件その他議案　　 6件

一般質問　　　11人

請　願　　　　 1件

意見書　　　　 2件

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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令
和
３
年
度
宮
古
市
一
般
会

計
補
正
予
算
で
は
経
済
対
策
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費
補
助
金

１
億
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
令

和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
３
４
０
億
５
４
３
２
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
は

資
本
的
収
入
を
３
９
１
５
万
３

千
円
、
資
本
的
支
出
を
３
９
３

５
万
千
円
増
額
し
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ

た
条
例
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
宮
古
市
市
税
条
例
等
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

　
所
要
の
改
正
を
行
う
条
例
で

　
す
。

〇
宮
古
市
特
定
教
育
・
保
育
施

　
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

　
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

▼
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と

　
の
連
携
施
設
を
追
加
す
る
と

　
と
も
に
、
所
要
の
改
正
を
行

　
う
条
例
で
す
。

　
６
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ

た
そ
の
他
の
議
案
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入

　
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
議
案

　
で
す
。

〇
宮
古
市
議
会
基
本
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
正
副
委
員
長
会
議
の
設
置
に

　
伴
い
、
同
会
議
を
公
開
の
対

　
象
と
な
る
会
議
に
加
え
る
条

　
例
で
す
。

〇
宮
古
市
議
会
委
員
会
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
委
員
会
の
欠
席
に
関
す
る
条

　
文
を
改
正
す
る
条
例
で
す
。

〇
宮
古
市
議
会
会
議
規
則
の
一

　
部
を
改
正
す
る
規
則

▼
本
会
議
で
の
欠
席
に
関
す
る

　
条
文
を
改
正
す
る
ほ
か
、
協

　
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の

　
場
に
新
た
に
正
副
委
員
長
会

　
議
を
加
え
る
条
例
で
す
。

　
　
　
安
全
・
安
心
の
医
療
介

　
　
　
護
の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
請

願（
請
願
者　
岩
手
県
医
療
労
働

　
組
合
連
合
会　
執
行
委
員
長

　
中
野　
る
み
子
）

措
置　
　
意
見
書
の
送
付

〇
安
全
・
安
心
の
医
療
介
護
の

　
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健

　
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書

（
提
出
者　
教
育
民
生
常
任
委

　
員
会
委
員
長　
熊
坂
伸
子
）

▼
地
域
住
民
の
い
の
ち
と
健
康

　
を
守
る
た
め
、
新
た
な
ウ
イ

　
ル
ス
感
染
や
自
然
災
害
な
ど

　
の
事
態
の
際
に
経
済
活
動
へ

　
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
込

　
む
た
め
に
、
医
療
・
介
護
・

　
福
祉
、
及
び
公
衆
衛
生
施
策

　
の
充
実
を
国
に
求
め
る
意
見

　
書
で
す
。

◯
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

　
発
電
所
に
お
け
る
Ａア
ル

プ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｓ

　
処
理
水
の
海
洋
放
出
決
定
を

　
撤
回
し
、
安
心
な
処
理
・
保

　
管
方
法
の
確
立
を
求
め
る
意

　
見
書

　

  （
提
出
者　
佐
々
木
重
勝

　
　
賛
成
者　
熊
坂
伸
子

　
　
　
　
　
　
松
本
尚
美
）

▼
科
学
的
に
安
全
性
が
確
立
さ

　
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
Ａ
Ｌ

　
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
決

　
定
の
撤
回
と
併
せ
て
、
処
理

　
水
に
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム

　
除
去
へ
の
積
極
的
な
技
術
開

　
発
及
び
そ
の
安
全
な
処
理
・

　
保
管
方
法
の
確
立
を
国
に
求

　
め
る
意
見
書
で
す
。

令
和
３
年
度

補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

宮古市議会の情報をリアルタイムで
インターネット中継

 Facebook

みやこハーバーラジオ （82.6メガヘルツ）

次回９月定例会議

本会議は生中継（ライブ）しています。
録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝を除く）
から配信いたします。 （パソコン、スマートフォン、
タブレット端末に対応）

宮古市議会のトップページのリンク
をクリックしてご覧ください。

定例会議開催中の午前８時10分頃からの放送です。

９月上旬開催予定です。会期日程が決ま
り次第、宮古市議会のホームページトップ
に掲載します。詳しくは議会事務局におた
ずねください。（ ☎ 68-9113）
mail : gikai@city.miyako.iwate.jp

宮古市議会
ホームページ宮古市議会

Facebook

可
決
さ
れ
た
条
例

請
願
の
審
議

議
員
発
議
の
意
見
書

採
択可

決
し
た
意
見
書

発
議
案
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令和３年度

一般会計・企業会計の
補正予算を可決

新型コロナウイルスの経済対策として、市内観光施設
利用促進事業、住宅リフォーム事業など決まる

　令和３年度一般会計補正予算は、既に議決
している歳入・歳出に、それぞれ21億7,778万
9千円を増額し、予算総額は340億5,432万8千
円となります。
　主な歳入は繰入金19億8,235万6千円、国庫
支出金1億5,486万6千円です。
　委員会での審査の内容をお知らせします。

■
市
内
観
光
施
設
利
用
促
進
事
業

問　
み
や
こ
宿
泊
割
の
金
額
設
定
の
経

過
を
伺
う
。

答　
市
内
宿
泊
業
者
と
も
協
議
し
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
は
、
長
期

的
に
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
見
越

し
て
、
限
り
あ
る
財
源
で
対
応
可
能
な

金
額
で
設
定
し
た
。

問　
地
域
ク
ー
ポ
ン
券
の
制
度
設
計
の

内
容
は
。

答　
利
用
範
囲
は
市
内
の
み
で
、
県
が

発
行
す
る
２
千
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
と
合

わ
せ
て
市
内
で
利
用
す
る
事
を
期
待
し
、

有
効
期
間
は
宿
泊
の
翌
日
ま
で
と
し
た
。

■
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

問　
宮
古
市
と
し
て
の
全
体
的
な
経
済

効
果
を
ど
の
よ
う
に
試
算
し
て
い
る
か
。

答　
20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
し
た
方
に
10
万
円
を
補
助
す
る
事
業

で
、
千
件
を
見
込
ん
で
お
り
、
最
低
で

も
２
億
円
以
上
の
工
事
の
受
発
注
が
発

生
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。

問　
補
助
の
対
象
期
間
は
。

答　
令
和
３
年
度
の
事
業
と
い
う
こ
と

で
４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
４
月
以
降

に
工
事
を
行
っ
た
も
の
が
対
象
と
な
る
。

■
長
期
債
元
金

問　
災
害
公
営
住
宅
整
備
に
係
る
地
方

債
残
高
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
理
由
は
。

答　
地
方
債
の
償
還
に
係
る
負
担
に
つ

い
て
は
以
前
か
ら
課
題
と
さ
れ
て
い
た

が
、
計
画
的
に
積
み
立
て
を
行
っ
て
き

た
市
債
管
理
基
金
の
償
還
財
源
と
し
て

の
目
途
が
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
繰
り
上

げ
償
還
の
判
断
を
行
っ
た
。
今
回
の
繰

り
上
げ
償
還
で
、
18
億
円
を
市
債
管
理

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
て
も
、
中
期
財
政

見
通
し
で
は
、
10
年
後
の
基
金
残
高
が

約
８
億
円
弱
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

問

問問問

問 答

答答答

答

第４弾「みやこ宿泊割」が決定

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
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６月定例会議で可決された補正予算の主な事業

６月定例会議で可決された補正予算の補正額

補正前の額
事　業　名 補　正　額 事　業　内　容

補正後の額
市内観光施設利用促進事業 観光産業を支援するため、市内の宿泊施設の
【新型コロナ】 8,200万円 利用促進と観光消費額の増加を目的に、みやこ

8,200万円 宿泊割と地域限定クーポン支給事業を実施します。
収納事務 新型コロナウイルス感染症対策を目的に、
【新型コロナ】 160万円 キャッシュレス決済による市税の納付環境を

160万円 整備します。
経済対策住宅リフォーム事業 市民の住宅環境の向上と、住宅関連産業の支
【新型コロナ】 1億18万円 援のため、市民が市内の業者を利用して住宅

1億18万円 リフォームを行う場合に補助金を交付します。
難視聴地域解消事業 　　　210万円 テレビ共同受信施設の改修に対して、組合に
（テレビ難視聴地域解消事業 1,110万円 改修費の一部を補助します。今回は台風19号
　補助金） 1,320万円 被害にあった白浜地区が対象です。
シティプロモーション推進事業 交流人口の拡大、移住・定住の促進等を目的に、

822万円 本市の魅力をＰＲするため、首都圏でプロモー
822万円 ションイベント等を行います。

東日本大震災記憶伝承事業 東日本大震災の記憶と記録を後世へ伝承して
940万円 いくため、記録誌を編集、発行します。
940万円

遊覧船運航準備事業 　1億1,237万円 浄土ヶ浜を巡る遊覧船運航に向けた準備を行
【震災対応分】 150万円 います。遊覧船を活用した周遊型観光のＰＲ

1億1,387万円 活動に補助金を支給します。
建築指導事務 　5,520万円 避難路や通学路の安全確保を図るため、危険
（ブロック塀等撤去費補助金） 200万円 なブロック塀等の撤去を促す補助金事業を実

5,720万円 施します。
野外活動センター利活用事業 野外活動センターを活用した田代地区の振興

343万円 イベントを開催し、多世代交流や交流人口の
343万円 拡大を図ります。

区　分
会計別

予　　算　　額
計

補正前の額 補　正　額
（1）一　般　会　計 318億7,653万円 21億7,778万円 340億5,432万円
（3）企　業　会　計

水道事業　　収益的収入 15億6,410万円 120万円 15億6,530万円
水道事業　　収益的支出 15億2,232万円 120万円 15億2,352万円
水道事業　　資本的収入 2億9,141万円 3,915万円 3億3,056万円
水道事業　　資本的支出 7億4,006万円 3,935万円 7億7,941万円

※表中の予算額は、１万円未満の端数を切り捨て処理したものです。
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松
本
尚
美  

議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・（
８
）

　

 

■　
飲
食
業
者
、
宿
泊
業
者
等
へ
の
第
三
者
認
証
制
度
導
入
を

　

 

■　
事
前
災
害
復
興
計
画
の
策
定
を

　

 

■　
災
害
へ
の
危
機
意
識
を
高
め
る
表
示
を

　

 

■　
浸
水
被
害
防
止
区
域
の
設
定
の
検
討
を
早
く

竹
花
邦
彦  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
９
）

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
 

■　
「
生
理
の
貧
困
」
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

畠
山
　

茂  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
９
）

　

 
■　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

落
合
久
三  

議
員
（
日
本
共
産
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
10
）

　

 

■　
新
た
な
視
点
で
取
り
組
む
漁
業
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

　

 

■　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る

　

 　
　
政
府
方
針
決
定
を
受
け
た
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

 

■　
国
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
成
立
と
宮
古
市
個
人
情
報
保
護

　

 　
　
条
例
の
関
連
に
つ
い
て

木
村
　

誠  
議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
10
）

　

 

■　
出
崎
地
区
に
お
け
る
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

　

 

■　
旧
亀
岳
小
学
校
を
活
用
し
た
田
代
地
区
へ
の
屋
内
遊
戯
場
整
備

　

 　
　
に
つ
い
て

熊
坂
伸
子  

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）・
・
・
・
・
・
・
・（
11
）

　

 

■　
宮
古
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
つ
い
て

橋
本
久
夫  

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）・
・
・
・
・
・
・
・（
11
）

　

 

■　
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

　

 

■　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
成
果
と
課
題
、
今
後
の
役
割
に
つ
い
て

　

 

■　
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
取
り

　

 　
　
組
み
に
つ
い
て

佐
々
木
清
明  

議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
12
）

　

 

■　
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

田
中
　

尚  

議
員
（
日
本
共
産
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
12
）

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

 

■　
人
口
減
少
へ
の
抑
制
対
策
と
し
て
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

小
島
直
也  

議
員
（
公
明
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
13
）

　

 

■　
市
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
施
策
に

　

 　
　
つ
い
て

　

 

■　
小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

白
石
雅
一  

議
員
（
復
興
を
考
え
る
会
）・
・
・
・
・
・
・
・（
13
）

　

 

■　
文
化
芸
術
の
機
会
創
出
の
た
め
の
政
策
を

　

 

■　
宮
古
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　

 　
　
は
地
域
の
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

　

 

■　
提
言
し
た
防
災
教
育
の
今
後
の
展
望
は

一般質問 市政を問う
ここが聞きたい 一般質問の内容を動画

でご覧いただけます。

■
県
主
体
で
は
な
く
、
宮
古
モ

　
デ
ル
の
認
証
制
度
を

　
　
　
飲
食
、
宿
泊
、
観
光
、

　
　
加
え
て
関
連
事
業
者
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
現
在

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

っ
て
い
る
が
、
変
異
株
の
出
現

で
未
だ
収
束
が
見
え
て
い
な
い
。

引
き
続
き
の
支
援
策
の
実
施
と

共
に
、
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底

と
、
利
用
促
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
県
主
体
で
な
く
、
積

極
的
に
宮
古
モ
デ
ル
の
第
三
者

認
証
制
度
の
構
築
と
導
入
を
図

る
べ
き
だ
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
県
の
認
証
制
度
を
推
奨

す
る
と
共
に
、
認
証
の
取
得
に

取
り
組
む
事
業
者
に
、「
感
染
防

止
対
策
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」

の
活
用
を
促
す
。
対
象
外
と
な

っ
て
い
る
宿
泊
業
者
も
認
証
制

度
の
対
象
と
す
る
よ
う
、
県
に

要
望
す
る
。

■
事
前
復
興
計
画
の
策
定
を

　
　
　
切
迫
し
て
い
る
日
本
・

　
　
千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震

に
伴
う
大
津
波
の
襲
来
、
台
風

10
号
、
19
号
以
上
の
大
雨
に
よ

る
浸
水
、
土
砂
災
害
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
災
害
は
忘
れ
な
い

う
ち
に
や
っ
て
来
る
と
の
危
機

感
を
持
ち
、
過
去
の
災
害
か
ら

の
復
興
に
お
け
る
課
題
、
教
訓

を
踏
ま
え
、
災
害
事
前
準
備
に

取
り
組
む
必
要
性
が
国
か
ら
通

知
さ
れ
て
い
る
。
当
市
の
認
識

と
対
応
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
備
え
は
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
日
本
・
千
島
海
溝
沿
い
で

想
定
さ
れ
る
地
震
に
よ
る
津
波

は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
東
日
本

大
震
災
の
津
波
を
超
え
る
想
定

で
あ
る
。
大
規
模
な
自
然
災
害

は
、
今
後
も
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
。
引
き
続
き
、
起
こ

り
得
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、

宮
古
市
地
域
防
災
計
画
及
び
復

興
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
備
え
を
進
め
て
い

く
。

質問

答弁

飲食、宿泊業者等への第三者
認証制度導入を
県の認証制度を推奨する

山梨モデルの認証ステッカー

問問
議員松 本 尚 美

答

答

コロナでも、
「宮古市長の

山本です」
が擦り込まれ。

グリーン・ゾーン認証とは
このマークが安心の目印です！

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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松
本
尚
美  

議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・（
８
）

　

 

■　
飲
食
業
者
、
宿
泊
業
者
等
へ
の
第
三
者
認
証
制
度
導
入
を

　

 

■　
事
前
災
害
復
興
計
画
の
策
定
を

　

 

■　
災
害
へ
の
危
機
意
識
を
高
め
る
表
示
を

　

 

■　
浸
水
被
害
防
止
区
域
の
設
定
の
検
討
を
早
く

竹
花
邦
彦  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
９
）

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
 

■　
「
生
理
の
貧
困
」
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

畠
山
　

茂  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
９
）

　

 
■　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

落
合
久
三  

議
員
（
日
本
共
産
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
10
）

　

 

■　
新
た
な
視
点
で
取
り
組
む
漁
業
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

　

 

■　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る

　

 　
　
政
府
方
針
決
定
を
受
け
た
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

 

■　
国
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
成
立
と
宮
古
市
個
人
情
報
保
護

　

 　
　
条
例
の
関
連
に
つ
い
て

木
村
　

誠  
議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
10
）

　

 

■　
出
崎
地
区
に
お
け
る
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

　

 

■　
旧
亀
岳
小
学
校
を
活
用
し
た
田
代
地
区
へ
の
屋
内
遊
戯
場
整
備

　

 　
　
に
つ
い
て

熊
坂
伸
子  

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）・
・
・
・
・
・
・
・（
11
）

　

 

■　
宮
古
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
つ
い
て

橋
本
久
夫  

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）・
・
・
・
・
・
・
・（
11
）

　

 

■　
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

　

 

■　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
成
果
と
課
題
、
今
後
の
役
割
に
つ
い
て

　

 

■　
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
取
り

　

 　
　
組
み
に
つ
い
て

佐
々
木
清
明  

議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
12
）

　

 

■　
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

田
中
　

尚  

議
員
（
日
本
共
産
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
12
）

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

 

■　
人
口
減
少
へ
の
抑
制
対
策
と
し
て
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

小
島
直
也  

議
員
（
公
明
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
13
）

　

 

■　
市
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
施
策
に

　

 　
　
つ
い
て

　

 

■　
小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

白
石
雅
一  

議
員
（
復
興
を
考
え
る
会
）・
・
・
・
・
・
・
・（
13
）

　

 

■　
文
化
芸
術
の
機
会
創
出
の
た
め
の
政
策
を

　

 

■　
宮
古
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　

 　
　
は
地
域
の
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

　

 

■　
提
言
し
た
防
災
教
育
の
今
後
の
展
望
は

■
市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
完

　
了
時
期
目
標
は

　
　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
の
進
展
は
、
感
染
防
止
と

と
も
に
暮
ら
し
と
経
済
・
消
費

回
復
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

国
は
65
歳
以
上
高
齢
者
の
接
種

を
７
月
中
に
終
え
る
よ
う
求
め

て
い
る
が
、
本
市
の
見
通
し
は

ど
う
か
。
ま
た
、
国
は
９
月
中

に
全
国
民
分
の
ワ
ク
チ
ン
量
を

確
保
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
本
市
の
対
象
者
が
接

種
完
了
す
る
時
期
の
見
通
し
、

目
標
を
示
さ
れ
た
い
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

接
種
完
了
時
期
は
７
月
末
を
見

込
ん
で
い
る
。
国
か
ら
７
月
以

降
の
ワ
ク
チ
ン
配
分
計
画
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
接
種
を
望
む

市
民
す
べ
て
の
早
期
接
種
を
目

標
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

■
保
育
等
従
事
者
と
学
校
教
職

　
員
の
優
先
接
種
実
施
を

　
　
　
就
学
前
児
童
と
小
中
学

　
　
生
の
感
染
・
ク
ラ
ス
タ
ー

防
止
の
観
点
か
ら
、
保
育
施
設

等
従
事
者
と
学
校
教
職
員
へ
の

優
先
接
種
を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
有
効
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
検
討
し
た
い
。

■
「
生
理
の
貧
困
」
問
題
へ
の

　
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、

　
　
経
済
的
困
窮
等
で
生
理
用

品
を
購
入
で
き
な
い
「
生
理
の

貧
困
」
が
社
会
問
題
と
し
て
顕

在
化
し
て
い
る
。

　
人
間
の
尊
厳
や
人
権
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
等
の
視
点
で
の
支
援
や

自
治
体
で
の
生
理
用
品
無
償
配

布
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
公
共
施
設
や
学
校

等
で
無
償
配
布
し
、
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
市
の
関
係
窓
口
に
置
き
、

配
布
す
る
等
、
関
係
機
関
と
連

携
し
包
括
的
支
援
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

■
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
で
、
昨
年
６
月
に
提
言
し

た
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
、

取
組
み
状
況
を
伺
う
。

　
市
民
の
意
識
啓
発
と
健
康
施

策
の
成
果
を
可
視
化
す
る
た
め
、

健
康
寿
命
の
定
義
と
算
出
方
法

を
定
め
、
公
表
す
る
こ
と
を
提

言
し
、
市
は
今
年
１
月
に
「
健

康
寿
命
」
等
の
算
定
を
公
表
し

た
。
今
後
、
算
定
数
値
の
活
用

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
今
後
、
事
業
評
価
や
各

種
施
策
に
反
映
さ
せ
、
市
民
に

健
康
寿
命
を
公
表
す
る
こ
と
で
、

健
康
意
識
の
啓
発
に
活
用
す
る
。

　
　
　
保
健
推
進
委
員
制
度
の

　
　
研
修
や
支
援
の
強
化
は
、

市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
と
地

域
づ
く
り
に
効
果
が
期
待
で
き

る
。
制
度
の
充
実
を
検
討
し
て

い
る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
５
月
現
在
、
３
２
０
人

が
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
、
各
種
健
診
の

案
内
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
お
り
、
研
修
機
会
を
増

や
し
役
割
の
強
化
を
図
る
。

　
　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

　
　
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て

お
り
、
訪
問
型
健
康
相
談
の
導

入
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
70
歳
以
上
の
単

身
世
帯
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
に
、
指
導
員
が
健
康
状
態

や
生
活
実
態
、
介
護
予
防
な
ど
、

相
談
指
導
を
し
て
い
る
。

　
　
　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
が

　
　
図
ら
れ
る
健
康
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

見
通
し
は
あ
る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
導
入
に
向
け
て
、
先
進

事
例
を
参
考
に
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
健
康
づ
く
り
に
有
効
か
、

研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

  「
い
き
い
き
健
康
都
市

　
　
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
、

「
健
康
推
進
都
市
条
例（
仮
称
）」

の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
健
康
増
進
計
画
の
目
指

す
理
念
と
一
致
し
、
条
例
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。

議員

議員

竹 花 邦 彦

畠山 　 茂

質問

質問

答弁

答弁

コロナワクチン接種進展は
暮らしと経済回復の鍵

健康寿命の算定数値の活用は

接種希望の市民全ての
早期接種を目標に取り組む

健康寿命を公表し、
意識の啓発を行う

問

問

問

問 答

答

答

答

市民交流センターでのワクチン接種

宮古市が健康寿命を公表

医療関係者の皆様、
市の担当部局職員の
ご労苦に心から感謝
です！

健康寿命には生活習
慣と社会の繋がりが
大事、健康づくりは
地域づくり！

問答問

答問答問答

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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■
出
崎
地
区
の
賑
わ
い
創
出
に

　
つ
い
て

　
　
　
県
事
業
で
あ
る
出
崎
地

　
　
区
の
埋
め
立
て
工
事
は
今

年
度
内
に
完
成
し
、
遊
覧
船
の

発
着
場
、
児
童
遊
具
の
設
置
、

磯
の
生
物
と
触
れ
合
え
る
潮
だ

ま
り
等
が
整
備
さ
れ
、
今
後
は

沿
岸
地
域
の
大
き
な
観
光
拠
点

に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
隣
接
す
る
「
シ
ー
ト
ピ
ア

な
あ
ど
」
と
組
み
合
わ
せ
、
市

の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
、
更
な

る
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
仕
組

み
作
り
が
必
要
と
考
え
、
以
下

に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
」の
指

定
管
理
者
と
の
積
極
的
な
連
携

が
重
要
で
は
な
い
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

を
強
化
し
、
地
域
資
源
の
更
な

る
活
用
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
よ
る
情
報

発
信
に
努
め
、
賑
わ
い
創
出
の

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
戦
略
会
議
を
定
期

開
催
し
、
出
崎
地
区
整
備
後
の

事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
　
　
外
部
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

　
　
グ
を
活
用
し
、
地
元
で
は

見
落
と
し
が
ち
な
地
域
資
源
の

深
耕
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
有
効
な
方
法
の
一
つ
と

考
え
る
。
戦
略
会
議
の
協
議
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

■
屋
内
遊
戯
場
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
今
年
度
、「
道
の
駅
た
ろ

　
　
う
」
と
「
や
ま
び
こ
産
直

館
」
に
整
備
さ
れ
た
大
型
児
童

遊
具
は
子
育
て
世
代
の
声
が
形

と
な
っ
た
も
の
で
大
変
嬉
し
く

思
う
。

　
し
か
し
、
年
間
を
通
じ
た
利

用
を
考
え
る
と
屋
内
で
の
遊
戯

場
も
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

田
代
地
区
の
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
の
動
線
上
に
あ
る
旧
亀
岳
小

学
校
を
様
々
な
体
験
が
出
来
る

場
と
し
て
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
田
代
地
区
に
あ
る
２
つ

の
施
設
を
核
に
利
活
用
を
図
る

こ
と
で
、
様
々
な
世
代
の
学
び

の
場
、
遊
び
の
場
、
交
流
の
場

の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
、

地
域
の
中
で
広
く
意
見
を
求
め

た
上
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議員木村 　 誠

質問

答弁

観光拠点となる出崎地区への
積極的な取り組みを
「シートピアなあど」との

連携を強化していく
問

問

問

答

答答

整備後のさらなる賑わいが
期待される出崎地区

■
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

　
発
電
所
の
処
理
水
を
海
洋
放

　
出
す
る
政
府
方
針
決
定
を
受

　
け
た
市
の
対
応
は

　
　
　
処
理
水
の
海
洋
放
出
決

　
　
定
は
国
の
「
関
係
者
の
理

解
を
抜
き
に
い
か
な
る
処
分
も

行
わ
な
い
」
と
い
う
約
束
が
反

故
に
な
る
。「
タ
ン
ク
も
敷
地
も

満
杯
」
は
不
正
確
で
は
な
い
か
。

使
用
済
み
核
燃
料
と
デ
ブ
リ
を

一
時
保
管
す
る
た
め
に
８
万
１

千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
計

画
し
て
い
る
。
ト
リ
チ
ウ
ム
分

離
の
技
術
は
開
発
さ
れ
て
い
る

が
、
国
は
「
実
用
段
階
で
は
な

い
」と
し
て
い
る
。市
の
対
応
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
政
府
の
放
出
決
定
を
受

け
市
は
、
県
市
長
会
に
対
し
反

対
の
立
場
か
ら
「
海
洋
放
出
に

よ
ら
な
い
新
た
な
処
理
・
保
管

方
法
を
国
の
責
任
で
検
討
す
べ

き
」
と
働
き
か
け
て
き
た
。
今

後
と
も
市
内
３
漁
協
を
は
じ
め

関
係
団
体
と
連
携
し
、
海
洋
放

出
し
な
い
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
く
。

■
漁
業
の
担
い
手
育
成
は
喫
緊

　
の
課
題

　
　
　
漁
業
後
継
者
の
育
成
を

　
　
抜
き
に
漁
業
水
産
業
を
持

続
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

市
は
水
産
高
校
の
存
続
と
養
殖

科
増
設
等
を
県
に
要
望
し
て
お

り
そ
の
先
見
性
は
共
有
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
担
い
手
育
成
事
業

の
到
達
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
10
年
間
で
60
人
が
新
規

就
労
者
と
し
て
認
定
さ
れ
、
そ

の
後
就
労
が
55
人
と
定
着
率
が

高
く
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
リ
ス

　
ク
は

　
　
　
国
は
各
自
治
体
が
独
自

　
　
に
制
定
し
て
い
る
個
人
情

報
保
護
条
例
も
「
い
っ
た
ん
リ

セ
ッ
ト
す
る
」
と
し
て
い
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
に
よ

る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直

し
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

全
国
共
通
の
ル
ー
ル
の
必
要
性

か
ら
行
わ
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

議員落 合 久 三

質問

答弁

漁業の存亡に関わる処理水放出
市の対応は
県市長会に

反対の立場で働きかけ

問問

問

答

答答

トリチウムの残っているタンク

国はなんで「放出」
にこだわるのか？
専門家の英知の結集
こそ大事。

皆が楽しみ集える場
に育てていくことが、
まちの魅力作りに繋
がります。

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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■
宮
古
市
公
共
施
設
再
配
置
計

　
画
に
つ
い
て

　
　
　
宮
古
市
公
共
施
設
再
配

　
　
置
計
画
に
沿
っ
て
公
共
施

設
の
再
整
備
が
進
む
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、
新
田
老

総
合
事
務
所
庁
舎
が
計
画
よ
り

約
３
倍
広
く
な
っ
た
こ
と
に
対

す
る
市
長
の
認
識
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
三
陸
鉄
道
や
保
健
セ
ン

タ
ー
と
の
複
合
化
に
よ
り
、
施

設
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
解
体
予
定
の
旧
田
老
総

　
　
合
事
務
所
庁
舎
跡
地
に
、

市
民
検
討
委
員
会
か
ら
新
し
い

施
設
建
設
の
提
言
が
あ
る
。
宮

古
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の

方
針
と
の
一
貫
性
を
ど
う
考
え

る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
新
市
建
設
計
画
や
田
老

地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

か
ら
の
提
言
を
考
慮
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
男
女
共
生
推
進
セ
ン
タ

　
　
ー
が
閉
館
と
な
っ
た
。
当

セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
果
た
し

て
き
た
、
宮
古
市
に
お
け
る
女

性
の
福
祉
の
増
進
と
地
位
向
上

を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
し
て

の
役
割
を
、
今
後
、
ど
こ
が
ど

の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
。  　

　
山
本
市
長

　
　
　
今
年
度
策
定
予
定
の

「
第
５
次
宮
古
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
及
び
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
充
実
し
た
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
　
男
女
共
生
推
進
セ
ン
タ

　
　
ー
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
も
、
旧
田
老
総
合
事
務
所
庁

舎
跡
地
と
同
様
に
市
民
検
討
委

員
会
等
を
設
置
し
て
検
討
し
て

い
く
予
定
が
あ
る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
市
で
の
利
用
、
公
共
的
団

体
の
利
用
、
民
間
へ
の
売
却
の

順
で
検
討
を
進
め
る
。

■
観
光
振
興
に
向
け
て
戦
略
の

　
見
直
し
が
必
要

　
　
　
コ
ロ
ナ
で
観
光
戦
略
の

　
　
前
提
が
大
き
く
変
化
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
磨
き
上
げ
等
、
ど
の
よ
う

な
戦
略
で
臨
ん
で
い
く
の
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
昨
年
度
の
観
光
客
入
り

込
み
数
は
１
１
１
万
人
。
対
前

年
比
58
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
据
え
観
光

戦
略
の
見
直
し
を
図
る
。
今
年

度
は
閉
伊
川
流
域
の
観
光
素
材

の
掘
り
起
こ
し
を
し
、
既
存
の

森
川
海
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携

す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
誘
客
コ

ン
テ
ン
ツ
造
成
を
行
い
、
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は

宮
古
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
動
態
調
査
の

デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
特
色
を

活
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光

施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

■
宮
古
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
成
果
と
課

　
題
は

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で

　
　
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

な
成
果
と
課
題
が
あ
っ
た
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
の

機
運
醸
成
を
図
り
、
戦
略
と
し

て
「
瓶
ド
ン
」
の
企
画
開
発
を

行
い
、
令
和
３
年
４
月
末
で
総

売
上
約
１
億
６
千
万
円
と
試
算

さ
れ
た
。
課
題
は
「
瓶
ド
ン
」

に
と
ど
ま
ら
ず
更
な
る
取
り
組

み
で
地
域
振
興
に
結
び
つ
け
る

こ
と
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多

様
な
観
光
資
源
の
再
開
発
、
再

活
用
を
行
う
。

■
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

　
進
を

　
　
　
自
転
車
に
乗
り
歴
史
文

　
　
化
を
学
ぶ
コ
ー
ス
、
道
の

駅
周
遊
、
街
中
散
策
な
ど
の
コ

ー
ス
を
検
討
で
き
な
い
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ
デ
ル

コ
ー
ス
と
し
て
県
道
41
号
重
茂

半
島
線
や
、
国
道
１
０
６
号
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
安
全

面
や
道
路
状
況
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
、

新
た
な
体
験
型
観
光
と
し
て
構

築
し
た
い
。

議員

議員

熊 坂 伸 子

橋 本 久 夫

質問

質問

答弁

答弁

旧田老総合事務所庁舎
解体計画変更の経緯は

ポストコロナに向けた
観光戦略を

公共施設再配置計画、
関連計画と整合性を図った

特色を活かした魅力あふれる
観光施策を実施する

問

問問

答答

《宮古市公共施設再配置計画》

新たな戦略が求められる
宮古の観光

一部地域に偏ること
なく、公平公正でバ
ランスの取れた施設
の配置を！

コロナで生活環境も
激変。観光と地域経
済の再生をみんなの
英知で！

問問

答問答

問答

答答

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
政

府
の
対
応
で
翻
弄
さ
れ
る
市
職

員
や
医
療
従
事
者
に
敬
意
を
表

す
る
と
同
時
に
円
滑
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
、
現
状
と
課
題
や
改

善
策
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先

し
、
速
や
か
に
進
め
る
事
が
肝

要
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
「
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
」
や
休
日

急
患
診
療
所
で
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
政
府
は
経
済
と
感
染
抑

　
　
止
を
同
時
に
進
め
る
政
策

が
基
本
だ
が
、
ま
ん
延
防
止
、

緊
急
事
態
宣
言
と
も
に
、
そ
の

効
果
が
問
わ
れ
て
い
る
。
市
独

自
の
対
応
と
検
討
は
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
昨
年
２
月
以
降
、
感
染

症
対
策
本
部
会
議
と
く
ら
し
・

経
済
対
策
本
部
会
議
を
同
時
に

開
催
、
経
済
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
来

た
。
４
月
か
ら
「
感
染
防
止
対

策
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
ネ
ッ
ト
利
用
が
困
難
な

　
　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

の
予
約
受
付
作
業
で
の
改
善
策
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
予
約
電
話
対
応
ス
タ
ッ

フ
を
６
人
か
ら
10
人
に
増
員
、

受
付
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
変
更
し
た
。

５
月
７
日
、
２
回
目
の
電
話
予

約
は
４
２
０
人
と
大
幅
に
増
加

し
た
。

■
産
業
振
興
で
人
口
減
少
抑
制

　
評
価
は

　
　
　
実
現
さ
れ
る
べ
き
重
要

　
　
な
指
標
は
就
業
人
口
と
所

得
の
確
保
と
考
え
る
。市
の「
総

合
計
画
」
に
照
ら
し
、
現
状
認

識
と
今
後
の
対
策
を
ど
う
考
え

る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
就
業
人
口
は
平
成
26
年

度
以
降
、
１
万
８
５
０
０
人
前

後
で
推
移
し
、
令
和
２
年
度
末

は
１
万
８
０
７
４
人
と
減
少
、

市
民
一
人
あ
た
り
所
得
は
平
成

28
年
度
２
８
５
万
５
千
円
を
ピ

ー
ク
に
平
成
30
年
度
は
２
７
４

万
４
千
円
と
減
少
し
て
い
る
。

ど
の
分
野
で
も
「
担
い
手
の
確

保
」
が
共
通
課
題
で
あ
り
、
今

後
の
対
策
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
新
し
い
産
業
関
連
ビ
ジ

ョ
ン
の
も
と
、
目
標
の
達
成
等

に
努
め
る
。

議員田中 　 尚

質問

答弁

市独自のコロナ感染症対応策
は
４月から感染防止対策
リフォーム補助事業を実施

問

問

問問 答

答

答答

ワクチン集団接種会場 （イーストピア）

■
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

  「
安
全
な
町
づ
く
り
」

　
　
を
進
め
る
観
点
か
ら
も

「
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策
定

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

浸
水
想
定
の
設
定
時
期
の
見
通

し
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
浸
水
想
定
は
、
現
在
岩

手
県
が
設
定
の
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定

は
令
和
３
年
５
月
に
公
表
さ
れ
、

津
波
に
よ
る
浸
水
想
定
は
令
和

３
年
度
内
の
公
表
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　
　
昨
年
の
法
改
正
で
居
住

　
　
誘
導
区
域
内
の
防
災
対
策

を
記
載
す
る
「
防
災
指
針
」
が

位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
策
定
に

あ
た
っ
て
の
市
の
方
針
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
立
地
適
正
化
計
画
で
設

定
す
る
居
住
や
都
市
機
能
に
災

害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
が
存
在
す

る
場
合
に
は
、
適
切
な
防
災
・

減
災
対
策
を
「
防
災
指
針
」
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
地
域
に
適
し
た
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、

　
　
浸
水
と
居
住
誘
導
区
域
が

重
な
る
場
所
が
あ
る
都
市
が
全

体
の
９
割
と
発
表
さ
れ
た
。
法

改
正
で
は
今
ま
で
の
災
害
危
険

区
域
に
加
え
て
災
害
レ
ッ
ド
ゾ

ー
ン
を
原
則
除
外
と
し
て
い
る

が
、
市
の
認
識
と
「
立
地
適
正

化
計
画
」
策
定
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
原
則
除
外
と
な
る
急
傾

斜
地
崩
落
危
険
区
域
や
災
害
危

険
区
域
に
は
設
定
し
な
い
こ
と

が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。
本
市

で
は
多
く
の
地
域
が
浸
水
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

立
地
適
正
化
計
画
と
防
災
指
針

に
つ
い
て
、
県
の
動
向
を
注
視

し
取
り
組
む
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接

　
種
に
つ
い
て

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況

　
　
に
つ
い
て
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
本
市
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
１
万
９
２
０
０
人
で
、

ワ
ク
チ
ン
は
５
月
末
ま
で
に

８
９
７
０
人
分
が
配
分
さ
れ
て

い
る
。
今
後
接
種
対
象
者
が
拡

大
す
る
こ
と
か
ら
必
要
な
ワ
ク

チ
ン
量
を
確
保
す
る
。

議員佐々木清明

質問

答弁

立地適正化計画について

岩手県の動向を注視する

問答答

答

浸水被害の高浜地区

今年はなければいい
なぁ～自然災害。

なぜ日本製のワクチ
ンや治療薬が出てこ
ないのか、多くの方
の疑問！

問問

問 答

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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■
自
治
体
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

　
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
接
種
の
予
約
で
露
呈
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
弱
者
へ
の
支

援
は
、
重
要
で
あ
り
、
緊
急
性

を
伴
う
。
今
後
の
技
術
革
新
に

付
い
て
行
け
る
か
と
不
安
を
感

じ
る
市
民
を
対
象
に
、
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
４
月
に
策
定
し
た
「
宮

古
市
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
基
本

計
画
」
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

弱
者
の
支
援
推
進
と
し
て
、
相

談
窓
口
の
設
置
、
デ
ジ
タ
ル
講

座
の
開
催
な
ど
を
行
う
。
そ
の

た
め
の
人
材
の
養
成
も
す
る
。

　
　
　
こ
の
度
の
デ
ジ
タ
ル
改

　
　
革
関
連
６
法
の
成
立
を
前

に
し
て
、
宮
古
市
は
近
隣
４
市

町
と
協
定
を
提
携
し
て
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
を
始
め
た
。
そ
の
運

用
は
先
走
っ
た
取
り
組
み
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
評
価
は

ど
う
か
尋
ね
る
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
国
の
計
画
を
踏
ま
え
て
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
コ
ス
ト

の
軽
減
や
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

４
市
町
と
締
結
し
た
自
治
体
ク

ラ
ウ
ド
を
運
用
し
て
き
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
年
間
約
２
４
０

０
万
円
の
コ
ス
ト
削
減
に
及
ん

だ
。
今
後
は
国
の
動
き
に
合
わ

せ
て
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
く
。

■
小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
端
末
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

　
　
　
教
職
員
の
端
末
操
作
の

　
　
技
術
習
得
や
研
修
、
そ
の

後
の
研
究
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は

構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

一
名
ず
つ
配
置
し
、
７
月
に
情

報
教
育
研
修
会
を
開
催
す
る
。

多
様
な
子
供
た
ち
に
個
別
最
適

化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
運
用

　
　
開
始
後
も
紙
の
教
材
を
用

い
た
対
面
学
習
は
維
持
さ
れ
る

の
か
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
の
良
さ
と
紙

媒
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
い
、

児
童
生
徒
の
学
び
を
保
障
し
て

い
く
。

■
文
化
芸
術
の
機
会
創
出
の
た

　
め
の
政
策
を

　
　
　
教
育
委
員
会
で
は
昨
年

　
　
の
11
月
か
ら
12
月
に
文
化

芸
術
に
関
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
影
響
実
態
調
査
を
お
こ

な
い
、
68
団
体
の
回
答
を
得
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
・
中
止
と
な
っ
た
公
演

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
っ
た
団

体
は
64
あ
り
、「
活
動
で
困
っ
て

い
る
こ
と
は
」
と
い
う
問
に
対

し
て
は
「
活
動
や
発
表
の
機
会

が
失
わ
れ
た
こ
と
」
と
い
う
回

答
が
一
番
多
か
っ
た
。

　
県
で
は
上
限
を
１
５
０
万
円

と
し
た
3
分
の
２
助
成
や
、
岩

手
県
民
会
館
と
公
会
堂
の
利
用

料
2
分
の
1
減
額
事
業
が
あ
る

が
、
市
に
お
い
て
も
市
民
文
化

会
館
な
ど
の
利
用
料
減
免
等
、

発
表
の
機
会
に
つ
な
が
る
政
策

を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
調
査
結
果
を
も
と
に
文

化
芸
術
全
般
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
た
。
今
後
も
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
機
会
の
創

出
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

　
ョ
ン
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
地
域

　
の
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
　
昨
年
９
月
策
定
の
宮
古

　
　
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
基
本
目
標
を

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
通
じ
た
地
域
内
経
済

循
環
の
創
出
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
ご
と
に

導
入
促
進
地
域
、
規
制
地
域
等

を
設
定
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
お

こ
な
う
と
し
て
い
る
。

　
当
事
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

の
大
切
な
下
地
づ
く
り
で
あ
り
、

地
域
発
展
の
礎
に
な
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
市
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

重
要
性
を
共
有
・
共
感
し
て
も

ら
う
の
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
講
演
会
や
勉
強
会
な
ど

の
普
及
啓
発
事
業
、
広
く
意
見

を
伺
う
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
、

市
民
と
の
共
有
・
合
意
形
成
を

図
る
。

議員

議員

小 島 直 也

白 石 雅 一

質問

質問

答弁

答弁

デジタルの情報格差
解消の見通しを具体的に

文化芸術の火を絶やさないため
機会創出の政策を

デジタルデバイド（弱者）の
支援に取り組む

文化芸術全般に関する
相談窓口を設置し支援する

問

問

問

問

答

答

答

答

使える人も使えない人も平等に

多くの発表の機会創出が望まれる
文化芸術団体活動

どんどん進む技術革
新の目的は、人への
利便性の提供なので
す。

市民に寄添った着実
な政策で震災もコロ
ナも乗越える持続可
能な宮古を。

問答問答

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後

記
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フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
県
要
望

議
会
の
条
例・規
則
改
正

６
月
定
例
会
議

補
正
予
算
審
査

一

般

質

問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編

集

後
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議長から委嘱状を受け取る議会モニターの様子

リサイクルセンターでの視察の様子

一般社団法人宮古観光文化交流協会との意見交換の様子

　
５
月
10
日
に
一
般
社
団

法
人
宮
古
観
光
文
化
交
流

協
会
（
桐
田
教
男
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
16
人
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
す
る

観
光
産
業
の
現
状
を
聞
く

と
と
も
に
、
宿
泊
業
の
関

係
者
か
ら
は
、「
県
や
市
の

宿
泊
割
、
ク
ー
ポ
ン
券
を

利
用
す
る
観
光
客
の
誘
致

に
努
力
し
て
い
る
」
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
水
産
物
の
加
工
業

者
か
ら
は
、「
鍬
ヶ
崎
元
気

市
が
盛
況
だ
が
、
各
道
の

駅
で
の
催
事
を
様
々
に
企

　
令
和
３
年
度
の
第
１
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
５
月

７
日
に
開
か
れ
、
11
名
の
市
民
の
方
々
に
、
古
舘
章
秀

議
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
竹
花
邦
彦
副
委
員

長
が
、
議
会
の
仕
組
み
や
、
モ
ニ
タ
ー
の
職
務
に
つ
い

て
説
明
。
そ
の
後
、
同
委
員
会
の
橋
本
久
夫
委
員
長
の

司
会
に
よ
り
、
本
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
を
決
め
る
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た
山
本
美
希
さ
ん
か
ら
は

「
議
員
か
ら
直
接
、
議
会
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
、
大

変
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
﨑
奈
美
さ
ん
か
ら
、「
議
会
に
つ
い
て
勉

強
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
と
モ
ニ
タ
ー
の
こ
と
を

　
５
月
13
日
に
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
最
終
処
分
場
を
視
察

し
ま
し
た
。「
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
」
に
向
け
た
担

当
者
の
説
明
や
意
見
交
換
で
は
、
分
別
の
徹
底
、
食
品

ロ
ス
削
減
、
生
ご
み
の
ひ
と
絞
り
な
ど
の
啓
発
が
取
り

組
み
課
題
と
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
処
分

場
は
令
和
10
年
度
に
満
杯
の
予
定
で
あ
る
こ
と
、
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
多
く
の
人
手
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
、
市
は
深
刻
な
環
境
問
題
や
地
球
温
暖
化

問
題
に
対
し
、「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
表
明
し
て
い

ま
す
が
、
現
状
は
、
市
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
ゴ
ミ
排

出
量
が
県
内
14
市
の
中
で
も
多
い
状
況
で
す
。

画
し
て
、
体
験
型
の
も
て
な
し
で
交
流
人
口
を
増
や
し

て
い
く
方
途
を
探
る
べ
き
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
宮
古
の
一
番
の
魅
力
は
浄
土
ヶ
浜
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
夜
の
浄
土
ヶ
浜
や
、
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
に
車
中
泊

の
利
用
を
さ
せ
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
浄
土
ヶ
浜
の

楽
し
み
方
を
発
信
し
た
い
」
と
の
若
い
理
事
の
意
見
も

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
今
年
度
は
「
観
光
振

興
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
研
究
を
進
め
、
政
策

提
言
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

知
っ
て
も
ら
う
役

割
を
果
た
し
た
い

で
す
。」と
の
意
気

込
み
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
今
後
は
定
例
会

議
終
了
ご
と
に
会

議
を
行
い
、
市
民

の
視
点
か
ら
議
会

へ
の
意
見
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー

の
新
規
希
望
者
も
、

随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
教
育
民

生
常
任
委

員
会
で
は
、

今
年
度
は

身
近
な

テ
ー
マ
と

し
て
「
ゴ

ミ
の
減
量

化
」
の
調

査
研
究
を

進
め
、
政

策
提
言
に

向
け
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市
民
11
名
に
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

一
般
社
団
法
人
宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会

と
意
見
交
換

委
嘱
状
交
付
式
・
第
１
回
会
議
を
開
催

し
ま
し
た

「
ゴ
ミ
減
量
化
」に
向
け
、
宮
古
地
区
広
域

行
政
組
合
を
視
察

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議会トピックス
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編

後

編集委員長

白石 雅一

集

記

　
市
民
の
皆
様
、
常
日
頃
か
ら
み
や
こ
市

議
会
だ
よ
り
「
羅
針
盤
」
に
目
を
通
し
て

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
現
在
の
議
会
広
報
編
集

委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
の
広
報
発
行
は
今
回

を
含
め
、
残
り
あ
と
4
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
委
員
会
で
は
よ
り
読
み
や
す

い
誌
面
と
な
る
よ
う
、
皆
様
の
声
を
聴
き

な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
や
、
み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ

で
の
放
送
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
活
用

し
、
よ
り
身
近
な
市
議
会
で
あ
る
よ
う
情

報
発
信
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
伝
え
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
毎
号
工
夫
と
改
善
を
実
践
す
る
「
羅
針

盤
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

 

委 

員 

長　

 

白　

石　

雅　

一

　

 

副
委
員
長　

 

西　

村　

昭　

二

　

 

編
集
委
員　

 

畠　

山　
　
　

茂

　

 　
　
　
　
　

 

小　

島　

直　

也

　

 　
　
　
　
　

 

鳥　

居　
　
　

晋

　

 　
　
　
　
　

 

佐
々
木　

清　

明

ほっとモニター ＬＩＮＥ
ラ  イ  ン

　市議会を傍聴すると、ふだん耳慣れない「言葉」や「制度」を耳
にします。
　知っていると議会や市政をウォッチするのが楽しくなる、「議会」
や「市政」についての基礎知識を、議会モニターのメンバーと、議
員の対話形式で解説する連載コーナーです。

第 １ 回 
っ
て
誰
が
し
て

い
る
の
？

　市の政策を、条例や予算という形で具体的にしたものが  「議案」
です。多くの場合は、市が議会に提案する形で「本会議」の題材
になります。

　もちろんあります。議会に「議案」を提出する権利のことを、
「提案権」といいますが、議員には「提案権」があり、条例など
を提出することができます。議員が提出した「議案」であっても、
その「審議」は議員が行います。

　議会は市に関することを話し合う「議事機関」ですから、全て
のことを、話し合いで決めていきます。次回以降は、この審議の
お話などができるといいですね。

竹花 邦彦
議会運営委員会
副委員長

提て

い

案あ

ん

　議会で話し合う「議案」って誰が提案しているのでしょうか？

議員が出したものを、議員が話し合っているのですか？

　多くのということは、議員が議会に提案する場合もあるという

ことですか？　その場合は誰が審議するのでしょうか？

なるほど、「提案権」は、議員と市がどちらも持っていて、どちら

が提案しても「審議」は議員が行うのですね。
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―
―
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
の
予
算
が
議
会
で
可
決

さ
れ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
。

お
ふ
た
り

　
は
い
、
知
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
市
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
感

染
防
止
対
策
・
事
業
所
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
費
補
助
金
が
あ
り
ま

す
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
は
あ

り
ま
し
た
か
？

佐
藤
さ
ん

　
店
舗
関
係
や
事
業
所
か
ら
パ

ネ
ル
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
で
依
頼
を
頂
き
ま
し
た
が
、

あ
る
程
度
の
対
策
が
各
所
で
進

ん
だ
こ
と
と
、
経
済
の
落
ち
込

み
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
依
頼
は
減
少
傾
向
で
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
前
と
現
在
で
は
売
上
に
違
い

は
あ
り
ま
す
か
？

お
ふ
た
り

　
や
は
り
前
年
度
、
前
々
年
度

に
比
べ
れ
ば
減
少
し
て
い
ま
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
の
よ

う
な
内
容
が
多
い
で
す
か
？

藤
村
さ
ん

　
水
栓
の
自
動
化
や
、
飛
沫
防

止
パ
ネ
ル
の
設
置
、
動
線
に
区

切
り
を
つ
け
る
た
め
の
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
設
置
、
壁
紙
を
抗
菌

仕
様
に
変
更
す
る
な
ど
の
リ
フ

ォ
ー
ム
が
多
い
で
す
。

―
―
今
後
、
経
済
対
策
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
を
利
用
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
お
こ
な
う
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
注
意
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

藤
村
さ
ん

　
壁
紙
を
抗
菌
仕
様
に
変
更
、

他
に
は
殺
菌
効
果
の
あ
る
光
触

媒
を
室
内
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
水
栓
の
自
動
化
や
ト
イ

レ
便
座
を
自
動
開
閉
に
変
更
す

る
な
ど
も
衛
生
面
で
効
果
的
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
小
規
模
な
リ

フ
ォ
ー
ム
で
も
、
く
ら
し
の
衛

生
対
策
は
で
き
る
の
で
、
相
談

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
―
市
の
経
済
対
策
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
に
期
待
す
る
こ
と

は
な
ん
で
す
か
。

佐
藤
さ
ん

　
現
在
の
制
度
は
リ
フ
ォ
ー
ム

の
す
べ
て
を
市
内
の
事
業
者
に

依
頼
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
お
客
さ
ん
の
中
に
は
、
自

分
で
物
品
を
購
入
し
、
そ
の
取

付
を
依
頼
し
て
く
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
リ
フ
ォ

ー
ム
に
関
す
る
物
品
を
市
内
店

舗
か
ら
購
入
し
た
場
合
で
も
、

補
助
対
象
と
す
る
よ
う
適
用
範

囲
を
広
げ
て
貰
え
れ
ば
、
お
客

さ
ん
か
ら
の
依
頼
も
受
け
や
す

い
し
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
経

済
循
環
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
多
く
の

方
に
利
用
し
て
ほ
し
い
の
で
、

周
知
方
法
を
工
夫
し
て
ど
ん
ど

ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
て
欲
し

い
で
す
。

　
今
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た
、

経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

に
つ
い
て
、
沢
与
建
設
株
式
会
社

・
専
務
取
締
役
の
佐
藤
隆
一
さ
ん

と
、
株
式
会
社
フ
ジ
建
築
・
代
表

取
締
役
の
藤
村
将
さ
ん
に
お
話
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

※ 

経
済
対
策
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
と
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
の
一
環
で
、
市
民

の
居
住
環
境
の
向
上
や
住
宅
関

連
産
業
の
事
業
継
続
・
雇
用
維

持
等
へ
の
支
援
の
た
め
、
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
20
万

円
以
上
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
う
場
合
に
10
万
円
の
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
７
月
15
日　
第
65
号　
発
行
／
宮
古
市
議
会
（
〒
０
２
７

－

８
５
０
１　
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
１
番
30
号　
☎
０
１
９
３　
２
１
１
１
）
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
印
刷
／
シ
ョ
ウ
ジ
印
刷
株
式
会
社
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